
大津市の消防分野における
可視化活用計画
～迅速な現場活動に向けて～

大津市消防局
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滋賀県 大津市消防局



１.消防の業務について
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１１９番通報を受け、消防署から直ちに災害現場へ出動！

出動っ！



２.可視化ツールの活用先
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現場到着までに欲しい情報３選
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①火災現場までの道路幅員と消防水利を知る

②建物利用状況を知る

③救急出動に係る傾向を知る



３.道路幅員、消防水利の可視化（展望）
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災害現場までの「道路幅員」、「消防水利」を可視化
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幅員４ｍ以下
※消防車両通行困難

消火栓

■「消火栓配管口径」を色分け
消防車両の水利部署選定に活用！

■「写真」を活用し分かりやすく！

現場に迅速かつ安全確実に到着するために！

消火栓の位置

■「道路幅員」を見える化
活動障害、危険を事前に把握！

補注：地理院地図



４.建物の利用状況の可視化（展望）
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不特定多数の利用者の把握、建物状況を可視化
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屋内３Ｄ地図により、活動をスムーズに！

参考画像（イメージ）：36KrJapan日本経済新聞参照（https://36kr.jp/47684/）

現状：現場にはファイルを持参

展望：「消防用設備」「間取り」
「建物利用状況」を可視化

「災害時」以外でも活用可能！
例：「消防検査」「消防訓練」など

https://36kr.jp/47684/


５.救急出動に係る地域の特性を可視化（展望）
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救急出動（時間別、地域別、年齢別、搬送先）を可視化
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救急車両を適正に配置！現場到着時間を平均化！

画像：大津市の高齢化率 補注：地理院地図 画像：現状使用地図イメージ 補注：地理院地図

増加し続ける救急件数

救急出動における地域性を可視化し、
適正な再配置を随時検討していく。

限られた救急車両×



６.可視化のメリット
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現場活動にミスは許されない。安全・確実・迅速を求めて
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＜まとめ＞

緊急出動から現場到着まで
★危険な箇所（狭隘、事故多発、軒等）を把握し、

最短距離かつ安全確実なルートで現場へ出動

訓練・現場活動にて
★建物内の状況を一目で見える化！

「逃げ遅れの救出」「出火箇所の特定」
日常業務においても大いに活用

★消防水利（配管口径等）を把握した上で、
消防車両部署位置を選定し、各隊との連携向上

今後、消防分野においても可視化を導入することで、
さらなる安全・迅速・確実な活動に期待できる！



大津市の紹介

8

ご所属の都市のPRページとしてお使いく
ださい。

都市の紹介
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